


























































































































































































































上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍシャトルラン 立ち幅とび
Ⅰ小学校４月 １８.１２ ３１.１８ ３５.９４ ４４.８２ １４４.８２ 
Ⅰ小学校７月 ２０.５９ ３２.５９ ３８.１８ ５５.００ １５７.５９ 
2008年５年生 １９.３７ ３２.４７ ４２.４３ ５１.８３ １５４.５４ 
2009年６年生 ２０.８３ ３３.２２ ４２.６８ ５６.４３ １６２.２７ 
（回） （㎝） （回） （回） （㎝）
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る体力の向上を検証した。ホームページ内で報告されている運動能力は、Ｋ県
内の各公立小学校で測定されたスポーツテストから、１００校を抽出し、１,７００
～１,９００名の記録を集計したものである。
　測定の間隔は、Ｋ県小学生が約１年間、Ｉ小学校が約３カ月であり、５項目
の体力テストそれぞれの差を記す。
　以上５項目の体力テストについて、全てＩ小学校の向上率が上回ったことが
わかる。運動能力の中で今回、上体起こしで筋持久力、長座体前屈で柔軟性、
反復横とびで敏捷性、２０ｍシャトルランで全身持久力、立ち幅とびで跳躍力を
検討することができた。Ｋ県内の測定間隔が約１年であるのに対し、Ｉ小学校
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の測定間隔が３カ月であることから、今回の調査により、「体つくり運動」と
してのコーディネーショントレーニングは、非常に効果が高く、体力向上の期
待ができることを意味している。
　また、小学６年生が週２回約３カ月という短い期間で実施したトレーニング
にもかかわらず、本研究の結果が示された。神経系の発達時期である低学年か
ら、このコーディネーショントレーニングを「体つくり運動」として実施した
とすると、今後、体力向上に期待することは非常に大きい。
　小学校学習指導要領第２章第９節第１章において「生涯にわたって運動に親
しむ資質や能力の基礎を育てるとともに、（中略）、楽しく明るい生活を営む態
度を育てる」という目標を体育科が設定している１）。本研究で実施したコーディ
ネーショントレーニングを学校体育で実施することにより、運動に親しむ資質
や能力の基礎や能力を育み、児童一人一人が家庭でも積極的に、楽しく明るい
生活を営む態度へとつなげていくことができれば、体育科の目標設定を充分実
現できるものと思われる。
　更に、今回の改訂により体育の授業時数が増加する。授業時数が増加するこ
とにより、体育の授業時にコーディネーショントレーニングを実施する頻度が
増加することによる体力の向上も大変期待できる。
　本研究は、客観的に評価できる体力テストにより運動能力を数値化できるも
ので行ったものである。運動能力には、スキル・調整力や巧緻性のように解釈、
数値化することが難しく、経験的知見によるものが大きい能力がある８）。
　しかし、前述したように、「体つくり運動」としてコーディネーショントレー
ニングを取り入れることにより、今回調査した運動能力については、体力向上
に非常に高い効果がある。
　以上の結果から、これからの小学校体育にコーディネーショントレーニング
を「体つくり運動」として取り入れることを提案したい。
　今後の課題として、今回研究することができた運動能力だけでなく、難しい
とされるスキル・調整力や巧緻性への効果についても研究したい。また、今回
のトレーニングも同様であるが、体育の授業を全て「体つくり運動」に充てる
56 神　丸　一　祐
ことはできない。このことから、年間を通じてコーディネーショントレーニン
グを学校体育に導入できる方策を探求していきたい。
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